
　

今
回
の
基
本
法
が
閉
塞
状
況
に
あ
る
国
内
農
業
を

打
開
す
る
た
め
に
制
定
さ
れ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も

な
い
。
と
同
時
に
、
日
本
の
農
業
政
策
を
先
進
諸
国

の
農
業
政
策
に
合
わ
せ
、
国
際
的
に
認
知
さ
れ
る
政

策
に
改
め
る
意
味
も
あ
る
。
先
進
諸
国
の
農
業
政
策

の
流
れ
は
①
市
場
原
理
の
強
化
（
新
基
本
法
第
二
条

三
項
）
②
環
境
政
策
と
農
業
政
策
と
の
統
合
（
第
三
、

四
、
五
条
）
③
農
業
政
策
の
地
域
政
策
へ
の
シ
フ
ト

（
第
八
条
）
ー
が
基
本
に
な
っ
て
お
り
、
新
基
本
法
に

も
随
所
に
そ
の
考
え
方
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
だ

が
、
そ
れ
ら
の
考
え
方
を
現
場
で
実
行
す
る
に
は
、

さ
な
ざ
ま
な
難
問
が
予
想
さ
れ
る
。

　

基
本
法
は
食
料
自
給
率
の
目
標
を
設
定
す
る
と
し

て
い
る（
第
十
五
条
二
項
の
二
）。
従
来
の
生
産
調
整

制
度
が
根
本
か
ら
変
わ
る
の
も
自
給
率
目
標
設
定
と

連
動
し
て
い
る
た
め
だ
。
生
産
調
整
制
度
は
転
作
面

積
を
配
分
す
る
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
手
法
か
ら
、
生
産
目

標
を
配
分
す
る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
手
法
へ
と
変
わ
る
。

自
給
率
目
標
の
具
体
的
な
数
値
が
明
ら
か
に
な
る
の

は
基
本
計
画
策
定
の
段
階
だ
が
、
コ
メ
生
産
目
標
の

配
分
は
今
年
十
月
と
早
い
。
従
来
の
転
作
面
積
の
全

国
平
均
は
三
五
％
だ
が
、
本
県
は
二
八
・
五
％
と
少

な
か
っ
た
。
果
た
し
て
、
こ
の
比
率
に
見
合
っ
た
コ

メ
生
産
目
標
と
な
る
の
か
ど
う
か
。

　

我
が
国
の
食
料
自
給
率
（
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
）
は

平
成
九
年
に
四
一
％
と
な
っ
た
。
中
で
も
穀
物
自
給

率
（
食
用
＋ 
飼
料
用
）
は
先
進
諸
国
が
軒
並
み
高
ま

る
方
向
に
あ
る
の
に
対
し
、
ひ
と
り
日
本
だ
け
が
低

下
し
続
け
二
八
％
（
コ
メ
九
九
％
、
小
麦
九
％
、
大

豆
三
％
）
と
な
っ
て
い
る
。
あ
の
急
峻
な
山
と
湖
の

国
ス
イ
ス
で
さ
え
七
○
％
で
、
先
進
諸
国
は
ほ
と
ん

ど
一
○
○
％
以
上
で
あ
り
、
日
本
の
異
常
ぶ
り
が
分

か
る
。
日
本
が
海
外
か
ら
輸
入
し
て
い
る
食
料
を
農

地
に
換
算
す
る
と
千
二
百
万
㌶
に
な
り
、
こ
れ
は
国

内
農
地
の
二
・
四
倍
に
相
当
す
る
。
自
給
率
を
向
上

さ
せ
る
と
い
っ
て
も
二
・
四
倍
の
農
地
を
新
た
に
国

内
に
設
け
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
従
っ
て
、
新

基
本
法
は
「
国
内
の
農
業
生
産
の
増
大
を
図
る
こ
と

を
基
本
と
し
、
こ
れ
と
輸
入
及
び
備
蓄
と
を
適
切
に

組
み
合
わ
せ
て
行
う
」と
し
て
い
る
。
そ
う
な
れ
ば
、

自
給
率
を
引
き
下
げ
て
い
る
小
麦
、
大
豆
、
飼
料
作

物
の
生
産
を
拡
大
す
る
方
向
へ
向
か
う
必
要
が
あ

る
。
し
か
し
、
本
県
で
の
麦
類
の
生
産
は
収
穫
期
に

雨
が
降
り
品
質
の
よ
い
も
の
は
で
き
に
く
い
。
従
っ

て
、
大
豆
中
心
の
取
り
組
み
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い

だ
ろ
う
。
だ
が
、
仮
に
大
豆
増
産
に
向
か
っ
て
も
、

コ
メ
に
近
い
収
益
を
確
保
で
き
な
け
れ
ば
農
業
者
は

生
産
意
欲
が
わ
か
な
い
。
安
い
外
国
産
と
の
価
格
差

を
補
て
ん
す
る
た
め
公
的
資
金
を
投
入
す
る
こ
と
は

国
民
の
納
得
が
得
ら
れ
ま
い
。
何
よ
り
、
増
産
の
た

め
の
価
格
支
持
政
策
は
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
ル
ー
ル
に
違
反
す

る
の
で
打
ち
出
せ
な
い
。
ま
た
、
農
業
者
が
収
益
を

上
げ
た
と
し
て
も
、
市
場
価
格
が
現
在
よ
り
高
く

な
っ
て
は
食
品
加
工
業
界
は
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
に
な
り

使
い
た
く
て
も
使
え
な
い
。
食
品
加
工
業
界
は
現
在

で
も
膨
大
な
量
の
安
い
輸
入
農
産
物
を
使
っ
て
い
て

国
内
農
産
物
の
市
場
を
狭
め
て
お
り
、
食
品
加
工
業

界
に
使
っ
て
も
ら
え
る
価
格
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

し
か
し
、
小
麦
、
大
豆
、
飼
料
の
供
給
源
で
あ
る
ア

メ
リ
カ
で
は
土
地
コ
ス
ト
の
上
昇
か
ら
経
営
が
破
綻

し
離
農
者
が
続
出
し
て
お
り
、
穀
物
供
給
力
は
一
九

七
○
年
代
の
半
分
に
激
減
し
て
い
る
。
日
本
が
こ
の

ま
ま
穀
物
を
ア
メ
リ
カ
に
依
存
し
続
け
る
こ
と
も
危

険
に
な
っ
て
い
る
。
増
産
体
制
と
価
格
形
成
の
仕
組

み
を
ど
う
す
る
か
、
極
め
て
難
し
い
課
題
で
あ
る
。

そ
し
て
、
輸
入
農
産
物
が
増
え
続
け
る
一
方
、
一
般

家
庭
だ
け
で
五
・
二
％
の
食
料
が
食
べ
残
さ
れ
て
捨

て
ら
れ
て
い
る
。
飲
食
店
や
小
売
店
で
の
食
べ
残
し

や
廃
棄
を
含
め
る
と
膨
大
な
量
の
食
料
を
無
駄
に
し

て
い
る
。
国
民
の
食
生
活
慣
習
、
農
産
物
の
消
費
形

態
の
大
転
換
を
も
促
す
課
題
で
あ
る
。

　

食
料
自
給
率
の
問
題
は
農
業
生
産
コ
ス
ト
の
問
題

と
深
く
か
か
わ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
農
産
物
と
真
っ
正
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礎
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コ
ス
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の
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が
課
題

　

昭
和
三
十
六
年
に
制
定
さ
れ
た
農
業
基
本
法
が
「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
」
と
装
い
を
改
め
、
去
る

七
月
十
六
日
に
公
布
、
施
行
さ
れ
た
。
制
度
の
具
体
的
な
内
容
は
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
（
世
界
貿
易
機
関
）
交
渉
や
地

方
分
権
の
進
展
、
基
本
法
を
受
け
た
基
本
計
画
の
策
定
を
待
た
な
け
れ
ば
分
か
ら
な
い
部
分
が
あ
る
も
の

の
、
新
し
い
基
本
法
の
方
向
に
沿
っ
て
本
県
の
将
来
を
考
え
て
み
た
い
。（
三
回
シ
リ
ー
ズ
の
一
）
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面
か
ら
価
格
競
争
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
が
、

農
産
物
の
鮮
度
、
安
全
性
、
信
頼
性
、
個
性
と
い
っ

た
市
場
原
理
に
立
脚
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
海
外
農
産

物
と
競
争
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。そ
の
場
合
、

生
産
コ
ス
ト
を
低
減
し
て
再
生
産
が
可
能
な
価
格
設

定
に
で
き
る
か
ど
う
か
が
重
要
な
課
題
と
な
ろ
う
。

コ
メ
流
通
は
既
に
、
生
産
者
が
消
費
者
に
直
接
販
売

す
る
量
が
三
○
％
近
く
を
占
め
、
市
場
価
格
よ
り
安

い
価
格
で
販
売
し
な
が
ら
利
益
率
は
市
場
経
由
の
場

合
よ
り
多
い
ケ
ー
ス
も
出
て
い
る
。

　

新
基
本
法
は
農
薬
や
化
学
肥
料
の
投
入
を
少
な
く

し
家
畜
排
せ
つ
物
等
を
有
効
利
用
し
持
続
性
の
高
い

生
産
方
式
に
改
め
る
方
向
に
あ
る
（
第
三
十
二
条
）。

ま
た
、
農
業
経
営
の
法
人
化
を
推
進
（
第
二
十
二
条
）

す
る
た
め
農
業
生
産
法
人
の
一
形
態
と
し
て
株
式
会

社
化
へ
の
道
を
開
き
、
加
工
や
販
売
な
ど
事
業
の
種

類
の
制
限
を
な
く
し
生
産
体
制
の
枠
組
み
も
変
え

る
。
Ｊ
Ａ
Ｓ
法
改
正
に
よ
っ
て
す
べ
て
の
生
鮮
食
料

品
に
原
産
地
表
示
行
い
、
有
機
食
品
は
検
査
認
証
を

受
け
た
も
の
の
み
を
「
有
機
」
表
示
が
可
能
に
す
る

な
ど
、
流
通
方
式
も
変
え
る
。
か
ね
て
か
ら
県
内
で

も
有
限
会
社
の
農
業
生
産
法
人
に
し
て
い
る
農
業
者

は
株
式
会
社
化
に
賛
成
す
る
声
が
強
か
っ
た
。
法
人

化
に
よ
る
家
計
と
事
業
会
計
と
の
分
離
、
労
働
力
確

保
、
経
営
多
角
化
な
ど
へ
向
か
っ
て
い
た
農
業
者
も

少
な
く
な
い
が
、
株
式
会
社
化
は
資
本
調
達
力
の
強

化
に
よ
る
規
模
拡
大
に
も
新
た
な
道
を
開
く
こ
と
に

な
る
。

　

本
県
の
場
合
、
農
業
生
産
法
人
に
占
め
る
有
限
会

社
法
人
の
比
率
は
年
々
高
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

農
業
に
意
欲
の
あ
る
認
定
農
業
者
は
五
千
五
百
八
人

（
平
成
十
年
十
二
月
現
在
）と
数
の
多
さ
で
は
全
国
上

位
に
あ
る
も
の
の
、
こ
の
中
の
法
人
数
は
七
十
一
と

少
な
く
、
法
人
比
率
は
一
・
三
％
と
全
国
下
位
に
位

置
し
て
い
る
。
新
基
本
法
下
で
は
、
い
か
に
経
営
感

覚
が
優
れ
た
農
業
者
を
確
保
で
き
る
か
が
地
域
農
業

を
左
右
す
る
こ
と
に
な

る
と
予
想
さ
れ
る
。
農

業
経
営
体
の
法
人
化
推

進
が
本
県
の
最
重
要
課

題
と
言
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
。
農
水
省
統
計

情
報
部
の
調
査
に
よ
る

と
、
農
業
所
得
率
は
二

十
㌶
か
ら
三
十
㌶
の

水
田
経
営
で
急
激
に
向

上
す
る
（
グ
ラ
フ
１
参

照
）。
そ
し
て
、農
業
付

加
価
値
率
は
任
意
経
営

体
と
法
人
経
営
体
と
で

は
大
き
な
較
差
が
出
る

（
グ
ラ
フ
２
参
照
）。
県
内
で
も
既
に
有
限
会
社
法
人

の
農
業
者
は
優
れ
た
経
営
手
腕
を
発
揮
し
て
い
る
人

が
多
い
こ
と
が
法
人
経
営
体
の
有
利
性
を
証
明
し
て

い
る
。
と
同
時
に
、
農
業
従
事
者
不
足
を
補
う
対
策

と
し
て
法
人
経
営
体
を
増
や
す
こ
と
も
重
要
で
あ

る
。
そ
の
場
合
、
い
か
に
農
地
を
流
動
化
し
て
法
人

経
営
体
に
集
積
で
き
る
か
が
地
域
農
業
の
明
暗
を
分

け
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
本
県
の
水
田
価
格
（
都
市
計

画
法
の
指
定
の
な
い
農
用
地
の
中
田
。
十
㌃
）
の
平

均
は
百
三
十
七
万
円
だ
が
、
関
東
以
西
の
二
分
の
一

か
ら
三
分
の
一
と
安
い
。
そ
れ
は
、
西
日
本
で
は
農

地
が
農
業
以
外
の
目
的
に
利
用
さ
れ
資
産
価
値
と
し

て
の
農
地
所
有
が
多
い
の
に
対
し
、
本
県
で
は
農
地

が
農
業
生
産
目
的
に
利
用
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
影
響

し
て
い
る
た
め
と
考
え
る
。
規
模
拡
大
や
経
営
多
角

化
の
た
め
に
株
式
会
社
に
し
て
資
本
力
を
強
化
し
農

地
を
購
入
す
る
こ
と
は
、
西
日
本
と
比
べ
て
基
礎
的

コ
ス
ト
が
少
な
く
て
済
む
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
と
こ

ろ
が
、
小
作
料
と
な
る
と
状
況
は
逆
転
す
る
。
本
県

の
標
準
小
作
料
は
下
が
り
続
け
て
い
る
も
の
の
、
全

国
平
均
が
二
万
二
千
三
百
八
十
八
円
（
平
成
七
年
）

で
あ
る
の
に
対
し
、
本
県
は
四
十
四
市
町
村
中
三
十

七
市
町
村
が
三
万
円
―
三
万
八
千
円
の
間
に
あ
る
。

さ
ら
に
、
水
利
費
な
ど
賦
課
金
な
ど
の
コ
ス
ト
も
あ

る
。
農
作
業
受
委
託
に
よ
る
規
模
拡
大
は
全
国
と
比

べ
て
大
き
な
ハ
ン
デ
ィ
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の

よ
う
な
基
礎
的
コ
ス
ト
は
経
営
コ
ス
ト
に
直
結
す
る

の
で
、
受
け
手
側
が
受
け
や
す
い
小
作
料
を
ど
う
構

築
す
る
か
、
本
県
に
課
せ
ら
れ
た
重
大
な
課
題
と
言

え
よ
う
。
ど
ん
な
作
物
を
生
産
す
る
か
も
大
事
で
は

あ
る
が
、
新
基
本
法
下
で
は
経
営
の
在
り
方
が
格
段

に
重
要
性
を
増
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
荘
銀
総
合
研
究
所
研
究
開
発
主
幹
・
石
川
敬
義
）
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